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HOPDOG�BREWING�合同会社
2022年10⽉設⽴。クラフトビール醸造所を2021年2⽉に廃業した銭湯「星の湯」の跡地に設⽴。
多くの感動を⾷卓に届けるという思いのもと、県内の農産物を活かしたクラフトビールとハードサイ
ダーを製造している。
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ブランド名に込めた思い
　当社は、85年以上続いた秋田市最後の銭湯「星
の湯」をリノベーションして誕生したクラフトビー
ル・ハードサイダー醸造所であり、2023年6月に
秋田県内７社目のクラフトビールメーカーとして
誕生しました。
　 弊 社 の 名 前 と ブ ラ ン ド 名 で あ る「HOPDOG 
BREWING」という言葉は、香りや苦味を作り出
しビールの魂とまでいわれる「ホップ」と世界中の
人々から愛される「秋田犬」を合わせた造語であ
り、秋田の原料を使った製品を多くの人々に届け
ることで人生と食卓をもっと豊かにしたい！とい
う思いがこもっております。

地域の素材を活かした、秋田の良さを県外に発信
　ブランド名にも含まれているホップとはアサ科
カラハナソウ属のツル性の多年生植物の一種であ
り、麦芽や水に並ぶビールの主原料のひとつで、
主にビールの苦みや香りづけに使用されます。本
県では、横手市での生産が盛んであり国内有数の
産地となっております。しかし、近年県内のホッ
プを取り巻く状況として、生産者の高齢化と担い
手不足による生産量の減少が進んでおります。横
手産のホップは、フルーティな香りでどのビール
スタイルにも相性が良いのが特徴です。また、産
地が近くにあるため生産者と意見交換がしやすい
というメリットがあります。県産のホップを未来
に残し、高品質なビールを提供したいという思い
のもと県内の生産者と契約を結び二人三脚で製造
に取り組んでおります。
　また、クラフトビールの他に、県産フルーツの
果実を使用したハードサイダーを製造しておりま

す。秋田県で生産されている果実をふんだんに使
用したハードサイダーをご提供することで、県外
の方々にも県産農産物の品質の良さを伝えること
ができればと考えております。

ビールを通じて人生を豊かに
　現在の日本では、ビールに対して「金色でシュワ
シュワしたのどごしを味わう飲み物」そんなイメー
ジが定着しておりビールが持つ多様性の楽しさや
感動が広く伝わっていないと感じております。
　私達は、日本のクラフトビールシーンが培ってき
た27年の歴史、技術、文化を尊重しながら、秋田
県内のごく身近な原料を融合させた新しいクラフ
トビール・ハードサイダーをご提供することで多く
の感動を食卓にお届けしたいと思っております。
　当社が製造したクラフトビール・ハードサイダー
は、県内酒類販売店にて販売させていただいてい
るほか、月に一度のペースで醸造所の試飲スペー
スを開放する「ブルワリー開放デー」を設けており
ます。ブルワリー開放デーには、一杯600円で出
来立てのクラフトビール・ハードサイダーをご提
供しておりますので、興味のある方はぜひ足をお
運びください。商品、イベントなどの情報につい
ては、弊社ホームページ（https://hopdogbrewing.
jp）にて公開しております。
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挑戦する企業●164

乾杯は、
⼈⽣と⾷卓をもっと豊かにする

■設　　立	 2022年

■事業内容	 	県産の素材を使ったクラフトビール・	

ハードサイダーの製造・販売

■所 在 地	 南通みその町6番27号

■Ｔ		Ｅ		Ｌ	 853−9168

■Ｕ		Ｒ		Ｌ	 https://hopdogbrewing.jp/
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挑戦する企業…意欲的・先進的な取組を行っている会員企業を紹介しています。



役立つ！！ 補助金活用術
支援メニューおよび支援先企業のご紹介

支援先企業からの声
　広告会社で様々な企画を手掛けるなかで、秋田の工芸品の潜在能力を引き出しRe:designしてプロデュースした
いと想いが強くなった頃、「本荘ごてんまり」に出会いました。その高いデザイン性や温かみのある形状に惹かれ
るとともに、後継者不足により先人が紡いできた素晴らしい文化が途絶える可能性があることを知り、再興を目
標に創業を決意し商工会議所に相談しました。
　商工会議所では、工芸品に事業性を見出すべく、これまでのプロデュース経験を最大限生かした販売手法やチャ
ネルの構築、ブランディングの確立などについて意見交換を行ったほか、補助金申請に向けた事業計画の策定を
ご支援いただきました。
　採択となった補助金を活用し、個人事業としてスタートしましたが、現在は法人化し活動の幅を広げており、
ブライダル向けの商品「えにし」は県内そして都内の企業
にも導入をいただいております。ここに至るまで継続し
た支援をいただいていることに大変感謝しています。

経営指導員からのサポート
　代表の強い想いを形にするべく、事業化のため伴走支援を行いました。工芸品における後継者不足の解決に挑
むという事業の性質から、秋田県起業支援事業費補助金の地域課題解決枠を提案しました。収益性だけでなく工
芸品の発展による地域への波及効果などを多角的に分析し、計画策定をサポートしました。
　現在では順調に事業が拡大している状態のため、状況を見守り、今後も事業者の発展に貢献できるよう支援を
継続したいと思います。 （総務課　時田　修）

２０２３年度

活用した支援メニューの概要

【補助金名】秋田県起業支援事業費補助金（地域課題解決枠）
【概　　要】�地域課題を解決するような事業計画で、新規起業を目指している方に、起業に必要な経費の一

部を補助。

【対象経費】事業拠点費・人材育成費・広告宣伝費・旅費・人件費等

【補助金額】�上限 200万円　※特に社会的事業性が高いと認められるものについては上限を 400万円まで
引上げ。

【補 助 率】�1／ 2以内

【申込締切】今年度の募集は終了しました（次回公募時期は未定）

【Ｕ Ｒ Ｌ】�https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/41392

支援先企業の概要

【会 社 名】合同会社 ＨＯＭＡＲＥ

【代表者名】代表社員　荒谷　はるか

【事業内容】 工芸品の技術を活用した商品の企画・生産・販売 
企画クリエイティブ事業

【Ｕ Ｒ Ｌ】https://www.homare.life/
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役立つ！！補助金活用術…秋田商工会議所で支援を行った企業と支援に使用した補助金の紹介をしています。



2023年度  秋田市への要望 〜11月24日（金） 秋田市との懇談会〜
　正副会頭、各部会長等が出席しホテルメトロポリタン秋田で開催。各部会からの意見・提案をとりまとめた
要望書（33項目）を穂積志秋田市長に手交したほか、秋田市幹部と懇談した。

秋田市への要望33項目（新規10、継続23）
1. カーボンニュートラルへの取組み
 ● カーボンニュートラル先進地に向けた取組の強化
 ● 次世代エネルギーの利用促進に向けた支援
 ● 洋上風力発電産業の拠点形成に向けた取組の強化
 新ＥＶ車両導入及び充電設備設置工事の補助制度の創設

2. 中心市街地の活性化・まちづくりの推進
	 新ウォーカブルなまちづくりの推進
 ● 秋田市の歴史と千秋公園の魅力を活かした観光地域づくりとインバウンド対応の推進
 ● 中心市街地の活性化に向けた取組への継続支援
 ● 秋田市ナイト観光の更なる充実に対する継続支援
 ● 外旭川地区まちづくりへの対応
 ● 新たなサッカースタジアム整備の早期実現
	 新秋田市中心部での水害対策の早期実施

3. 秋田港の港湾機能の強化
 ● 秋田港アクセス道路の早期整備及び重要物流道路への指定に向けた取組推進
 ● 秋田港コンテナターミナルの機能強化に向けた取組の推進
 ● クルーズ船受入環境整備に向けた港湾施設の早期整備
 ● 秋田港発災時の対応強化に向けた曳船係留地の早期確保
 ● 向浜地区の津波避難場所の確保

4. 環日本海交流の推進
 ● 秋田港の物流増加に向けたインセンティブ制度の更なる拡充及び船会社へのポートセールスの強化

5. 中小・小規模事業者への経営支援
 ● 経営コスト上昇等により影響を受けている中小・小規模事業者支援策の継続・拡充
	 新起業後のアーリーステージ事業者への補助制度の創設
	 新女性活躍および若者の流出防止に向けた奨学金返還制度対象業種の拡大
 ● 外国人材の受入促進に向けた環境整備
 ● 県内就職促進に向けた地元企業の魅力発信
 ● キャッシュレス決済手数料の適正化へ向けた国等への働きかけ
 ● 公共事業予算の安定的・持続的な確保
	 新公共工事における時間外労働上限規制への対応と時勢に見合った予定価格の積算
	 新災害復旧工事における適切な設計・積算の実施
	 新秋田市卸売市場再整備の地元企業への発注
 ● 建設技能者の人手・担い手不足への対応
 ● 秋田市空き家バンク登録物件解体後の一定期間における固定資産税の減免措置
 ● エネルギー価格高騰による運送関連事業者等への支援
	 新タクシー及びバス乗務員確保への支援
	 新地域産業のＤＸを推進するための協議の場の設置
 ● 商工会議所事業費補助金の安定的な予算措置

要望内容の詳細は当所ホームページをご覧ください。https://www.akitacci.or.jp/req/
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外国人材受入相談窓口開設中 【企画振興課 TEL.866-6679】



各種出向で企業と従業員をサポート

雇用を維持する在籍型出向 6 キャリアアップを目指した出向

2023年度  秋田県に対する要望
〜11/27（月） 秋田県知事との懇談会〜

県内6商工会議所の正副会頭、専務理事らが参加し、秋田キャッスルホテルで開催。秋田県商工会
議所連合会による共通要望（30項目）、各商工会議所からの個別要望（秋田商工会議所から6項目）合
わせて54項目の要望書を佐竹敬久秋田県知事に手交し、説明・意見交換を行った。

≪秋田県商工会議所連合会		共通要望≫	※大項目のみ
１．災害対応・防災減災対策への支援
２．中小企業振興施策の推進
３．地域の産業を担う人材の確保
４．カーボンニュートラルの推進関連産業の育成
５．公共事業予算の安定的・持続的な確保

新６．新県立体育館整備計画の着実な推進
７．県内高速交通ネットワークの整備促進
８．商工団体組織活動強化費補助金の安定的・継続的な予算措置

≪秋田商工会議所		個別要望≫
１．地域産業の発展に向けた秋田港の機能強化
　　⑴ 秋田港コンテナターミナルの機能強化に向けた取組の推進
　　⑵ クルーズ船受入環境整備に向けた港湾施設の早期整備
　　⑶ 秋田港発災時の対応強化に向けた曳船係留地の早期確保
　　⑷ 秋田港の物流増加に向けたインセンティブ制度の更なる拡充及び船会社へのポートセールスの強化
　　⑸ 秋田港周辺の交通安全対策の強化
２．中心市街地の活性化に向けた取組への継続支援

要望内容の詳細はホームページでご覧ください。　https://www.akitacci.or.jp/req/
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⼤⾬被害に関する補助⾦について ＵＲＬ https://www.akitacci.or.jp/closeup/closeup-25439/
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ナインソーツコンサルティング㈱代
表取締役の野村忠史氏を講師に迎え、
25名の参加によりイヤタカで開催。
野村氏は価格設定について、「経営
戦略の一環であり、原価で決めるの
ではなく価値に見合った価格を求め、
自ら仕掛けていくべき」と強調。価格交渉のポイン
トについては、「①交渉材料をあらゆる角度から丁寧
に集め、できるだけ具体的な金額を設定すること、	
②タイミングや担当者の立場に配慮するなど、交渉
相手の視点で考えること、③価値ではなく価格しか
見ない顧客とは決別する覚悟を持つこと」の3点を
挙げ、具体例をもとに解説した。
その後、秋田県よろず支援拠点より「価格転嫁サ
ポート体制」について情報提供があった。

秋田南税務署、同署管内構成団体より30名が参加し、イヤタカで開催。国
税庁の「税を考える週間（11月11～17日）」期間中における各団体の取組を紹
介した。
当所からは、インボイス制度や電子帳簿保存法の対策セミナー開催、専門家
による個別相談実施のほか、WEBセミナーによる各重点分野の講座配信等に
ついて説明し、税務署からは、スマートフォンを利用したe-Tax申告やキャッ
シュレス納付の利用拡大、マイナポータル連携による年末調整手続きの簡略化、電子帳簿等保存法改正に向
けた講師派遣、豪雨被害を受けた納税者への対応等について説明があった。小松敏志署長は「構成団体の協
力を得ながら、納税者には制度を正しく理解いただき、適正・公平な課税に取り組んでまいりたい」と述べた。

確定申告に向けた周知協力を
～秋田南税務関係団体協議会例会～

11／6

国と港湾整備促進に向けた意見交換
～当所・秋田港振興会ほか～

10／
27、31

秋田港、船川港、能代港の各振興会 13名が、国
土交通省、総務省、東北地方整備局、東北総合通信
局へ合同要望活動（意見交換）を実施した。
秋田港からの「洋上風力発電事業の拠点化に向け
た支援」等 6項目を含む要望書は、7月の大雨被害
の影響から 3港合同による上京が延期され、事務局
から8月 8日に提出。今回は各所を訪問し、改めて
各港の現状説明と意見交換を行った。
冨樫博之衆議院議員同行のもと、国土交通省・水
嶋国土交通審議官、総務省・湯本大臣官房総括審議
官らと個別面談したほか、港湾局の森橋計画課長、
中川海洋・環境課長、久田産業港湾課長を囲み勉強
会を開催した。また、31日には、東北地方整備局、
東北総合通信局を訪問し、東北
地方整備局・安部副局長へ同要
望書を手交したほか、東北総合
通信局・小笠原情報通信部長ら
と意見交換を行った。 水嶋国土交通審議官

地域経済循環の必要性を学ぶ
～第４回理財部会（オープン部会）～

11／2

28名が参加し開催。野村證券㈱金融公共公益法
人部主任研究員	和田理都子氏を招き「エネルギー
新時代：秋田とカーボンニュートラル～地域経済循
環分析と今後の期待～」と題して懇談。和田氏は
「秋田県の労働者数は、2045年には2015年比で
23万人の働き手を失うことが予測されている。そ
のためにも「地域の稼ぐ力」と「所得の循環」で構成
される地域経済循環構造を構築することが必要。
多くの地域では、所得の循環が機能せず、生産→
分配→支出の段階で所得が地域外に流出し、地域
住民の所得向上につながっていない。県経済の循
環構造を構築するためには、農業や再エネ事業等
の地域の得意な産業を最大限に活かし、どのよう
な事業計画を立てるかが重要なポイントとなる」と
述べた。

当所の取組により一層の理解を求める
～秋田市内報道機関との懇談会～

11／1

地域や中小企業が抱える課題解
決に向けた当所の取組について、
秋田市内の報道機関により一層ご
理解いただくとともに、地域およ
び中小企業が抱える課題解決に向
けてご支援・ご協力いただくこと
を目的にアキタパークホテルで開催。報道の現場に
携わる報道局長、支局長等13名が参加した。
辻󠄀会頭は「報道機関の皆様と意見交換の場を設け
るのは20年ぶりとなる。当所の取組を広く浸透さ
せていくために活発な意見交換をお願いしたい」と
挨拶した。
当所概要説明後に実施した意見交換では、報道内
容をより充実させるために、発信する側とそれを受
け報道する側の認識を合わせる必要があるなど、今
後の報道のあり方についても議論が交わされ、相互
に理解を深めた。

挨拶する辻󠄀会頭

野村 忠史 氏

適正価格の訴求と交渉手法を解説
～価格転嫁対策セミナー～

11／6
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8社から管理職・女性社員15名が参加し、第2回ワークショップをイヤタカで開催。
初めに、参加企業毎に検討した女性活躍推進に対する取り組みを発表した。各社の発表に対し、講師で
ジャーナリストの野村浩子氏が「女性のキャリア形成意識が低いこと
が各社で共通している。これを女性だけの問題として女性に働きか
けるだけでは根本的な解決にはならない。組織のトップや管理職が
本気で育てようと思わない限り女性が意識を変えることはできない」
と述べ、更なる課題の分析と新たな視点での調査の必要性を説明し
た。その後の管理職・女性社員別のグループディスカッションでは、
自社の取り組みに関する成果や課題など活発な意見交換が行われた。
第3回（最終回）は、2月20日に開催する。

ＳＮＳの活用と連携方法を実践
～ＩＴ活用塾「ＳＮＳ編」～

11／
6、9、14

ＩＴアドバイザーの菊地智子氏を講師に迎え、
延べ 45 名の参加により全 3回の日程で開催。各	
ＳＮＳ（TikTok、Instagram、Ｘ）の活用及び連携に
よる販路拡大や集客力向上のポイント等について実
習形式で学んだ。
菊地氏は「ただＳＮＳを活用するだけでは、顧客
獲得や販売促進に繋げることは難しい。目的、ペル
ソナ（ターゲットの人物像）、投稿テーマ等を明確に
した上で継続的に投稿することが重要で、さらに各
ＳＮＳを連携することで、より効率的に自社の認知
を高めることができる」と述べた。
講義終了後、受講者からは

「投稿までの流れを経験でき
て実践的だった」、「ＳＮＳ活
用への意欲が沸いた」との声
が聞かれ、ＩＴを活用した自
社ＰＲを進める機会となった。

人材確保に向けた取組を紹介
～建設部会（オープン部会）～

女性活躍推進に向け活発に意見交換
～第2回女性リーダースタートアップ応援セミナー～

11／17

11／20

24名が参加し、秋田県移住・定住促進課の近藤駿
主事と㈱ヨコタ店装の横田隆代表取締役専務をゲス
トに迎え「人材確保に向けた取組」について懇談。
近藤氏は「県運営の就活情報サイト『こっちゃけ』
は、県内企業や就活イベント等の情報を一元的に掲載
し、企業・学生と保護者双方が無料で利
用可能。インターンシップが志望者を増
やすには有効で業務体験だけでなく、職
場の雰囲気の良さを感じてもらう等の
工夫が必要」と述べた。
続いて横田氏は「採用活動の試行錯誤を通じ『知っ
てる会社』『両親の承諾』が学生の企業選定基準だと学

んだ。自社を知ってもらうため始めたイ
ンターンシップは志望者増のほか社内
にも多角的な効果をもたらし、孫のよう
な20代社員が増えてベテラン職人が張
り切り、生産性も向上した」と述べた。

秋田市の活性化に向け親交深める
～秋田市在京経済人交流懇談会～

11／7

首都圏企業との交流の場
創出を目的に、秋田市との
共催によりホテル椿山荘東
京で開催。本市にゆかりの
ある在京経済人や市内誘致
企業の本社・親会社の幹部、
秋田市観光クチコミ大使など約200名が参加した。
はじめに穂積志秋田市長が大雨被害による浸水被
害状況を報告したほか、今年の企業誘致実績につい
て紹介。スピーチでは、三菱商事㈱の舩山徹コーポ
レート担当役員（兼）関西支社長から秋田支店開設の
経緯と今後の事業展望が紹介された。
続く乾杯では、辻󠄀会頭が「在京の皆さんの力添えを

いただきながら、秋田市の活性化に努めたい」と述べ
てあいさつ。穂積市長とともに各テーブルを回り秋田
市への変わらぬ支援をお願いし、秋田市の活性化を目
指すことを再確認しあう場となった。

なぜ今「脱炭素」なのか？
～専門サービス部会（オープン部会）～

11／17

15 名が参加し、一般社団法人あき
た地球環境会議	理事・事務局長	福岡
真理子氏をゲストに迎え「脱炭素経営
の実現に向けたデザインについて」を
テーマに懇談した。
福岡氏は「環境問題は地域が限定さ
れ、加害者と被害者の区別が容易にで

きるレベルから、地球環境規模に拡大した。銀行や
投資家の判断基準にも気候変動への配慮が重要なポ
イントとして挙げられ、常識が変わりつつある。脱
炭素経営への取り組みには資金面の負担や経営効率
の低下などのデメリットもあるが、環境関連の法律・
税制や取引機会の損失、金融機関や投資家からの評
価の低下など、取り組まない場合のリスクの方が高
い。脱炭素経営の第一歩として、研修の受講を通し、
社員の脱炭素運営リテラシーの向上に取り組んでい
ただきたい」と述べた。

実習の様子

近藤主事

横田専務

理事・事務局長 
福岡氏
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ミルハス開館１周年の現状
～秋田異業種交流会11月定例会～

11／21

会員30名が参加。『あ
きた芸術劇場ミルハスの
開館 1年を振り返って』
と題し、館長の進藤裕人
氏より、ミルハスの管理
運営の現状についてご講話いただいた。
進藤館長は「オープン時は、案内表示や導線が
分かりにくいという声が多かった。このため、案内
表示を目立たせるようにしたほか、入場者の誘導に
ついては運営側も当初は不慣れだったが、経験を重
ねたことで、客数が多い場合は入場時間を早めるな
どして現在は支障がないように対応できている。ミ
ルハスの他県の施設との違いは、大ホールの音響
が素晴らしく使い勝手が良いこと。中ホールは元々
演劇用であったが、移動式音響反射板を活用する
ことで音楽ホールとしても対応できる。また、1階
には研修室等が多くあり、控室等に利用できるため
大規模催事を開催しやすいと好評を得ている。施
設の運営はソフト面が重要であり、他県の劇場に負
けない人材の育成に努めていく」と述べた。

全国での好成績を目指し熱戦
～2023年全国そろばんコンクール秋田地区大会～

11／23

事前に行った個人競技の結果、満点だった 2名の
全国一審査問題実施と
種目別競技を秋田県生
涯学習センターで行っ
た。個人競技の全国順
位は、2月に発表予定。
秋田地区大会の優勝者
は下記の通り。

部　門 個人競技 フラッシュ暗算 読上暗算 読上算

小学校1年生以下 川原田実久 川原田実久 川原田実久 鈴木　文乃

小学校2年生 戸松みのり 戸松みのり 戸松みのり 戸松みのり

小学校3年生 進藤　優仁 進藤　優仁 進藤　優仁 進藤　優仁

小学校4年生 関口　晴斗 関口　晴斗 吉永　　馨 関口　晴斗

小学校5年生 佐々木咲寧 伊藤　航大 伊藤　航大 伊藤　航大

小学校6年生 降矢　才馳 降矢　才馳 降矢　才馳 鈴木　雅悠

中学校1年生 塚本そよか

塚本そよか 塚本そよか 塚本そよか中学校2年生 奥山　詩織

中学校3年生 佐藤　心咲

高 校 生 高山　　皐 高山　　皐 高山　　皐 山本　八雲

一 般 照井　　楓 照井　　楓 児玉真実子 照井　　楓

  信用の証し
「会員章プレート」を掲げて
　　　　　　会議所会員をＰＲ
※販売価格 2,200円（税込）

（株）ＳｈｉｎｗａＡＣ
不動産鑑定業
石塚  伸宏
853-5665

中通二丁目 2-32
（山二ビル７階チャレンジオフィスあきたＡ６）

秋田三八五流通（株）
物流全般、保管、流通加工、引越

幸澤  正人
846-6011

土崎港相染町字西山根１-１

（LLC）ｐｌａｔｉｎｕＭ ＲｏｃＫｅＴ
訪問看護

津田  蔵人
853-7905

川尻町字大川反170-40（2階Ａ）

幸星軒
ラーメン店

伊藤  幸星
090-9535-8150

山王二丁目7-1（ドミ山王103）

Ｒ．Ｋ－Ｒｅｂｏｒｎ
リペア事業

（カーコーティング、革製品リペア）
加藤  龍治
080-9633-8245
土崎港東四丁目3-6

すし和髙
寿司屋

工藤  健太郎
090-8610-0729

中通四丁目13-12（北林ビル1階）

（株）ＳＧ ｗｏｒｋｓ
足場工事、ハウスクリーニング

杉本  聖真
080-8201-1847
仁井⽥大野724

旨い肴と旨い酒けんちゃん家
居酒屋

佐藤  研一
050-8887-2516

中通四丁目16-9（ナイスビル201）

（株）pin.Connect
印刷物及び電子出版物の制作等

伊藤  達也
070-4011-6850
新屋元町15-8

（株）サンガジャパン
ケアホテルのぞみ翔裕館
地域密着型通所介護、短期入所生活介護

齋藤  未菜美
839-8503

上北手荒巻字堺切48

Ramen Ao
ラーメン店

小野寺  輝
080-2819-3211
川尻御休町14-34

健康経営企業組合
外国人雇用に係る経営コンサルティング他

草替  広巳
070-5072-1986
中通五丁目1-23

髙橋諭司法書士行政書士事務所
司法書士業務、行政書士業務

髙橋  諭
827-7843

山王三丁目1-1
（秋⽥県庁第二庁舎3階B-6）

ラーメンはち
ラーメン店

佐藤  泰仁
090-9425-0148
茨島一丁目5-26

Soup Curry Ganesh
スープカレー専門店

巣山  恵
800-0906

手形字西谷地40-3

全国一審査問題に挑戦する高山選
手（左）と塚本選手（右）
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もしもの備えに、業務上・業務外を問わず24時間保障～生命共済制度 【検定・共済推進課 TEL.866-6678】



わが社の自慢わが社の自慢

2022 年 12月大仙市から川反・千秋小路に移転オー
プン。カウンター 12席の「大阪串カツ専門店」で、食
材は厳選したものを使用し、味や食感など素材の良さを
生かすよう一串一串丁寧に仕上げており、オリジナルソ
ースとの相性は抜群です。スタンダードな定番串から工
夫を凝らした創作串まで種類豊富に取り揃え、串カツに
合うお酒も多数ご用意しておりますので、皆様のご来店
お待ちしております。

揚げたての串カツを酒肴に！

代表

仲村  天晴

串猿　秋田店

2021年にオープンしたドッグサロンです。動物病院
勤務の経験を活かした細かい変化に気付ける丁寧なサー
ビスを心掛けており、年齢制限も設けていません。人気の
マイクロバブルシャワーは、汚れ落ちと水切れが良く施
術時間が短縮できるほか、柔らかい水流と小さな機械音
でシャワーが苦手な愛犬にもお薦めです。皮膚トラブル
のお悩みなども気軽にご相談ください。

代表

伊藤  麻衣

Dog salon 
＋CUTE

愛犬との毎日をもっと楽しく

青空で囲まれた診察室です

秋田駅西口近くのビルの3階に2022年11月に開院
しました。長年培ってきた診療経験を基に、適切な診療
を多くの患者様に提供し、地域医療に貢献したいと考え
ております。学業やお仕事で忙しく、通院が難しい方の
ために、予約システムやＷＥＢ診療を導入し、時間をかけ
ずに診療・治療を受けられる環境をつくっていきます。ご
予約はＨＰかお電話で対応しています。皮膚疾患を良い
状態に維持して、皆様の明るく楽しい生活に寄与します。

院長

山田  勝裕

あおい皮ふ科
秋田駅前クリニック

秋田駅前から地域医療への貢献を目指す

庭とエクステリアのトータルプロデュースを行ってお
り、自然素材を大切にしたエクステリアやガーデンデザ
インを得意とし、そこに暮らす人々を優しく迎えるナチ
ュラルでスローライフな空間づくりを提供しております。
カーポートや物置の設置、風除室の施工など、快適な
住環境を実現する要望にもお応えしておりますので、理
想のくつろぎ空間を叶えたい方はお気軽にご相談くださ
い。

代表取締役

佐々木 崇之

株式会社
ガーデンライフ

お客様にとって心地いい庭を
住所／�千秋久保田町3-15�

三宅ビル3F
TEL ／853-1227
営業時間／�月〜土�

9：30〜13：00・
15：00〜18：30

定休日／水曜日・日曜日・祝日
URL／https://www.aoi-hifuka.jp/

住所／仁井田二ツ屋2-11-28
TEL ／836-7513
営業時間／8：00〜17：00
定休日／日曜日、祝日
URL／�https://garden-life-

style.com/

住所／大町四丁目2-30
TEL ／838-1039
営業時間／16：00〜23：00
定休日／日曜日、月曜日
URL／�https://www.instagram.

com/kusizaru_akita/

住所／外旭川八柳3-14-41
TEL ／070-8554-6620
営業時間／�9：00〜18：30�

（完全予約制）
定休日／不定休
URL／�https://www.instagram.

com/dogsalon_pluscute/
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パソコンスキルの向上に！商工会議所パソコン教室 【TEL.827-3265】



小 野　幹 彦  氏　小野幹彦税理士・行政書士事務所　所長
　納税功労。1997年に税理士事務所を開所。2002年に行政書士登録。1997年に秋田青色
申告会に入会し、2003年に会長に就任。2015年から秋田県青色申告会連合会の会長を務め、
青色申告制度の普及に尽力された。

旭日小綬章

佐 藤　　充  氏　認定特定非営利活動法人環境あきた県民フォーラム　理事長
　地方自治功労。2007年度から2009年度まで秋田県生活環境文化部次長、2010年に秋田
県生活環境部部長。2016年環境あきた県民フォーラム理事長に就任。県政発展及び県民生
活向上のため尽力された。

瑞宝小綬章

乳 井　豊 彦  氏　乳井写真館　代表
　社会教育功労。1957年より乳井写真館代表。1950年に日本ボーイスカウト秋田第5隊に
入隊。1959年に秋田第11団を結成し指導者となる。2008年に日本ボーイスカウト秋田県連
盟理事長に就任し、2014年から2022年まで公益財団法人ボーイスカウト日本連盟の評議員
を務める。2022年に理事長を退任後、副連盟長に推戴。団体の振興・発展に尽力された。

旭日単光章

令和5年度秋田市文化章  学術（民俗）受章
齊
さ い

 藤
と う

　壽
じ ゅ

 胤
い ん

  氏
　秋田県商工会議所連合会が主催する秋田ふるさと検定作問委員（祭り・行事）。
　1998年にあきた民俗懇話会を設立。研究例会の開催やテレビ出演や新聞、タウン誌の寄稿
を通じ、県内の県内の民俗文化の解明・周知・振興に貢献している。

坂  下　美  渉 氏　　特定非営利活動法人あきた結いネット　理事長
2013年、県内初の生活困窮者支援団体を創設。ホームレス等の支援事業を包括的に行うほ

か、全国の障がい者施設で作る商品のセレクトショップ「story cat」を運営するなど、地域に
求められる社会福祉サービス事業を展開し「誰もが働きたい時に働ける」開かれた就労支援事
業を構築しながら社会問題解決型のビジネスモデルを目指している。

全国商工会議所女性会連合会
第22回女性起業家大賞 グロース部門特別賞 受賞

栄えあるご受章おめでとうございます

三 浦　廣 巳  氏　秋田商工会議所名誉会頭
　産業振興功労。2004年から副会頭、2013年に会頭に就任し、2022年までの3期9年間、
地域の総合経済団体のリーダーとして指導力を発揮。業界の振興・発展に尽力された。
　特に、日本海沿岸東北自動車道等の高速道路網、秋田港をはじめとした県内重要港湾の
整備などインフラ機能の早期整備と必要性を訴え、県内経済団体と一体となった要望を強
く推し進めた。
　また、第２期秋田市中心市街地活性化基本計画に基づき、商業者と周辺施設が一体となっ
た街づくりを推進。広小路での県内伝統芸能パレード「これが秋田だ！食と芸能大祭典」や、
歩行者天国化したテントマーケット「広小路バザール」などの新たな賑わいを創出し、中心
市街地の活性化に大きく貢献している。

旭日中綬章
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小規模事業者（従業員20人以下・商業・サービス業は5人以下）向け、無担保・無保証人・低利（令和5年12⽉1⽇現在1.20％）の
「マル経融資」をご利用ください。 【経営支援課 TEL.866-6677】
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新議員さんの横顔
株式会社ブラウブリッツ秋田

代表取締役社長  岩瀬 浩介 氏

当クラブは 1965 年に創部された TDK サッカー
部が前身となり、2010 年に秋田から J リーグを
目指すクラブとして生まれました。多くの企業様
のご支援とご協力、県内外のファン・サポーター
の熱い応援のお陰で、2020 シーズンにＪ３リー
グで無敗優勝を成し遂げ、2021 シーズンからＪ
２リーグに所属しております。
「スポーツを通じた街づくり・人づくり・夢づく

り」を理念に掲げ、サッカーを基軸に秋田県の地
域活性化の一役となるべく、日々活動をしており
ます。

コロナ禍でのＪ２昇格で本来Ｊリーグが地域経
済にもたらす効果を発揮できずにおりましたが、
今シーズンは大幅に来場者を増やすことが出来ま
した。対戦相手クラブのサポーターの来県は、年
間 21 試合 7,200 人となり美味しい食事やお酒、観
光地といった秋田の魅力を堪能いただきました。

2021 年には総合型地域スポーツクラブ（NPO
法人）を傘下に設立し、サッカー以外の競技の運
営もスタートしました。子ども達はもちろん、老
若男女問わず生涯にわたって誰もがスポーツを楽
しめる環境整備にも取り組んでおります。

これからも地域の皆様とともに、秋田のために
様々な挑戦をして参りますので、ご指導の程よろ
しくお願い申し上げます。

⽉⽇ 行事 時間 場所

12/18 合同部会（商業、運輸交通、 
専門サービス、情報通信）

18：00～ イヤタカ

12/20 商業部会 14：00～ 秋田県
社会福祉会館
10階⼤会議室

12/26 常議員会 12：30～ 当所7階

1/5 新年祝賀会 17：00～ 秋田キャッスル
ホテル

1/11 秋田市議会「商工議員の会」 
との意見交換会

16：00～ ＡＮＡクラウン
プラザホテル

保険とリース、新規取次ぎ「フラット35」

ご相談はお気軽にどうぞ！！

〒 010-0967 秋田市高陽幸町8番17号 岸ビル内
TEL.018-883-1888 ㈹  FAX.018-883-1822
URL http://www.knbs.jp

本　　　社	 〒011-0901	 秋田市寺内字後城322-3	 TEL	018-845-1141	FAX	845-5079
横 手 支 店	 〒013-0044	 横手市横山町2-3	 TEL	0182-32-2612	FAX	33-4540
大館営業所	 〒017-0872	 大館市片山町3丁目13-40	 TEL	0186-42-1335	FAX	42-1356
北秋田営業所	 〒018-3301	 北秋田市綴子字大堤道下95-2	 TEL	0186-63-1451	FAX	63-0130
能代営業所	 〒016-0878	 能代市字臥竜山39-4	 TEL	0185-52-5151	FAX	54-8183
由利本荘営業所	 〒015-0041	 由利本荘市薬師堂字谷地97-1	 TEL	0184-22-3134	FAX	24-3582

秋田商工会議所
年末年始休業のお知らせ
期間：12月29日〜１月３日

※�12月29日は9〜17時まで経営相談窓口を�
開設しています。
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会員向けメールマガジン配信中！経営に役立つ情報をお届けしています
ご登録は「maga@akitacci.or.jp」宛てに企業名をお知らせください 【企画振興課 TEL.866-6679】
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名　　称　いぶり香る洋風トマトかやき
販売価格　430円（税込）
発売期間　2023年11月7日～12月20日まで
販売場所　ナイス11店舗

　秋田かやき協議会では、秋田の郷土の歴史と共に育まれて
きた一人鍋「秋田かやき」を広くＰＲするため、スーパーマー
ケットのナイスと協力して「秋田かやきレシピコンテスト」
を実施し、一次（書類）、二次（実食・プレゼン）の審査を経て、
グランプリ１品、特別賞４品を決定しました。
　その中で、最も魅力があったグランプリレシピ「いぶり香
る洋風トマトかやき」を商品化しました。 

秋田かやきレシピコンテスト2023

グランプリレシピ商品化

（秋田かやき協議会事務局）秋田商工会議所まちづくり推進課　TEL 866-6676

商品概要

グランプリ受賞者
松岡美幸さん（左）
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